
（1）2017 年  10 月 23 日（月）　　　　　　　　　     インピーダンス　　　　　　　　          　       　   　　　     No.2406

　
　
　
【
う
ら
へ
続
く
】

　

神
戸
製
鋼
デ
ー
タ
改
ざ

ん
問
題
。「
否
定
し
て
い

た
鉄
鋼
事
業
で
の
改
ざ
ん

を
認
め
た
」「
出
荷
先
も

５
０
０
社
に
膨
ら
ん
だ
。

罪
深
い
」「
福
島
第
二
原

発
の
配
管
に
も
使
用
さ
れ

て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
産
の
出
荷
前
無
資
格

者
検
査
問
題
。「
明
る
み

に
出
て
か
ら
も
や
っ
て
い

た
。
ひ
ど
い
」「
20
年
前

か
ら
や
っ
て
い
た
」「
と

う
と
う
出
荷
停
止
に
追
い

込
ま
れ
た
」

　

福
島
原
発
事
故
を
め

ぐ
り
、
福
島
県
や
隣
接
す

る
宮
城
、
茨
城
、
栃
木
各

県
の
住
民
約
３
８
０
０
人

が
、
損
害
賠
償
な
ど
を
求

め
た
「
生な
り
わ
い業
」
訴
訟
の
判

決
で
、福
島
地
裁
は
10
日
、

国
と
東
電
の
法
的
責
任
を

認
め
て
総
額
約
５
億
円
の

支
払
い
を
命
じ
る
判
決
を

言
い
渡
し
ま
し
た
。

　

金
澤
裁
判
長
は
、
２
０

０
２
年
７
月
に
つ
く
ら
れ

た
、
三
陸
沖
か
ら
房
総
沖

に
か
け
て
の
地
震
活
動
の

長
期
評
価
に
つ
い
て
、「
専

門
的
研
究
者
の
間
で
正
当

な
見
解
」
と
評
価
。
福
島

第
１
原
発
の
敷
地
高
を
超

す
15
・
７
メ
ー
ト
ル
の
津

波
を
予
見
で
き
た
と
し
、

津
波
は
「
想
定
外
」
と
事

故
の
責
任
を
認
め
な
い
国

の
主
張
を
き
っ
ぱ
り
と
退

け
ま
し
た
。

　

福
島
原
発
事
故
か
ら
６

年
７
カ
月
、
い
ま
だ
収
束

の
見
通
し
も
た
た
ず
、
な

お
６
万
８
０
０
０
人
が

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
判

決
は
、
事
故
の
責
任
を
認

め
な
い
ま
ま
原
発
の
再
稼

働
を
す
す
め
る
国
・
電
力

会
社
に
対
し
、
司
法
の
側

か
ら
厳
し
い
警
告
を
突
き

付
け
た
も
の
で
す
。
国
は

原
発
推
進
姿
勢
を
あ
ら
た

め
、
原
発
ゼ
ロ
に
た
だ
ち

に
踏
み
出
す
べ
き
で
す
。

原
発
事
故
・
生な
り
わ
い業
訴
訟
で
判
決

福
島
地
裁  

国
と
東
電
を
断
罪

　

国
は
原
発
推
進
姿
勢
あ
ら
た
め
よ

　
　

×　
　
　
　

×

　

米
軍
ヘ
リ
墜
落
、
炎
上

事
故
。「
計
器
の
一
部
に

放
射
性
物
質
の
ス
ト
ロ
ン

チ
ウ
ム
90
が
使
用
さ
れ
て

い
た
」「
本
機
は
８
〜
９

月
に
横
田
基
地
や
厚
木
基

地
に
飛
来
し
て
い
る
」「
米

軍
は
原
因
の
究
明
も
な
く

飛
行
再
開
を
強
行
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
衛
隊
の
救
難
ヘ
リ
墜

落（
17
日
、浜
松
沖
）。「
夜

間
訓
練
中
だ
っ
た
」「
８

　

東
京
大
学
が
非
常
勤

講
師
を
労
働
者
と
認
め

ず
、
業
務
請
負
契
約
に

し
て
い
た
こ
と
を
是
正

し
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
雇
用
契
約
に
切
り
替
え

る
こ
と
を
、
首
都
圏
大
学

非
常
勤
講
師
組
合
と
東
京

大
学
教
職
員
組
合
に
回
答

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
約

３
０
０
０
人
の
雇
用
契
約

が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

東
大
は
こ
れ
ま
で
非
常

勤
講
師
に
対
し
て
、
外
部

の
有
識
者
が
学
内
で
講
演

し
た
と
き
な
ど
に
支
払
う

「
謝
金
」
を
毎
回
渡
す
と

い
う
扱
い
で
、
雇
用
条
件

通
知
書
な
ど
は
作
成
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
非
常

勤
講
師
は
、
労
災
の
適
用

が
受
け
ら
れ
な
い
、
東
大

で
教
え
て
い
る
証
明
が
で

き
な
い
な
ど
の
不
利
益
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
労
働
組

合
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を

行
い
、
文
部
科
学
省
と
厚

生
労
働
省
に
東
大
へ
の
指

導
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

東
大

　

非
常
勤
講
師
３
０
０
０
人

　

直
接
雇
用
に

大規模化する実戦想定の日米演習

月
の
青
森
沖
で
の
墜
落
も

夜
間
訓
練
だ
っ
た
」「
18

日
は
茨
城
で
Ｆ
４
戦
闘
機

が
炎
上
し
た
」「
自
衛
隊

機
は
事
故
続
出
だ
。
な
ぜ

か
は
っ
き
り
さ
せ
て
欲
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

囲
碁
の
井
山
裕
太

氏
、
２
度
目
の
７
冠
（
17

日
）。「
２
度
の
全
タ
イ
ト

ル
制
覇
は
史
上
初
だ
」「
す
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

ご
い
記
録
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

箱
根
駅
伝
予
選
会
、
悲

喜
こ
も
ご
も(

14
日)

。「
中

大
が
２
年
ぶ
り
本
戦
出
場

権
を
獲
得
し
た
」「
常
連

の
日
大
、
明
大
、
専
修
大

が
敗
退
し
た
」

乾
か
な
い
」「
コ
イ
ン
ラ

ン
ド
リ
ー
は
列
が
で
き
て

い
た
」「
プ
ロ
野
球
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
泥
沼
状

態
だ
っ
た
」「
選
手
が
気

の
毒
に
な
っ
た
」

　

沖
縄
県
東
村
高
江
の
民

家
近
く
で
11
日
に
起
き
た

米
軍
ヘ
リ
炎
上
事
故
に
関

し
、
琉
球
大
学
の
矢
ケ
崎

克
馬
名
誉
教
授
が
14
日
、

事
故
現
場
風
下
で
放
射
能

を
測
定
し
ま
し
た
。
測
定

場
所
は
事
故
現
場
か
ら
風

下
約
３
０
０
㍍
地
点
の
３

カ
所
。
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ

ー
は
、
ベ
ー
タ
線
と
ガ
ン

マ
線
を
測
定
で
き
る
ガ
イ

ガ
ー
ミ
ュ
ー
ラ
ー
管
と
、

ガ
ン
マ
線
だ
け
を
測
定

す
る
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

管
。
そ
の
結
果
、
土
壌
に

ベ
ー
タ
線
を
出
す
核
種
が

あ
る
こ
と
を
確
認
。
自
然

界
で
は
あ
り
得
な
い
数
値

で
し
た
。
沖
縄
防
衛
局
は

シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
管
の

沖
縄

炎
上
米
軍
ヘ
リ
事
故
で
放
射
線

　
　

現
場
の
風
下
３
０
０
㍍
で
検
出

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
自
治

政
府
は
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

の
採
掘
で
用
い
る
「
水
圧

破
砕
法
」
の
禁
止
を
決
定

し
ま
し
た
。

　

水
圧
破
砕
法
は
、
科
学

物
質
や
砂
が
混
じ
っ
た
水

シェールガス採掘
　　「水圧破砕法」を禁止
　世論が環境汚染に“待った”
　　　　スコットランド

に
高
い
圧
力
を
か
け
て
岩

盤
を
破
砕
し
、
地
下
数
千

㍍
か
ら
原
油
や
天
然
ガ
ス

を
取
り
出
す
技
術
で
、
化

学
物
質
や
廃
液
に
よ
る
地

下
水
汚
染
な
ど
の
恐
れ
が

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

自
治
政
府
は
２
０
１
５

年
に
活
用
を
一
時
停
止

し
、
賛
否
を
問
う
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
、
６
万
を
超
え
る
意
見

が
寄
せ
ら
れ
99
％
が
反
対

で
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
「
た

た
か
っ
て
き
た
環
境
団
体

や
地
域
住
民
の
勝
利
だ
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

み
で
測
定
、
問
題
な
い
と

し
ま
し
た
が
、
再
測
定
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

米
海
軍
関
係
の
公
表
資

料
に
よ
れ
ば
、
回
転
翼
の

亀
裂
・
劣
化
を
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
警
告
す
る
装
置
Ｉ
Ｂ

Ｉ
Ｓ
が
６
枚
の
回
転
翼
に

あ
り
、
１
翼
毎
に
５
０
０

マ
イ
ク
ロ
キ
ュ
リ
ー
の
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
90
を
搭
載

し
て
い
ま
す
。

　

広
島
県
北
広
島
町
上
空

で
11
日
、
米
軍
戦
闘
機
２

機
が
低
空
で
飛
行
、
急
降

下
、
急
上
昇
を
し
な
が
ら

複
数
回
に
わ
た
り
「
フ
レ

ア
」
を
射
出
し
ま
し
た
。

フ
レ
ア
は
敵
の
ミ
サ
イ
ル

を
か
わ
す
た
め
の
「
お
と

り
」
と
な
る
火
炎
弾
。
空

中
で
燃
え
切
ら
ず
に
地
上

に
落
ち
れ
ば
、
火
災
に
な

る
危
険
も
あ
り
、
米
国
で

は
人
の
住
む
場
所
で
は
使

わ
な
い
も
の
で
す
。

　

目
撃
さ
れ
た
地
域
に
は

住
宅
や
診
療
所
、
郵
便
局

が
あ
り
ま
す
。
住
民
か
ら

は
「
自
分
が
狙
わ
れ
て
い

る
よ
う
だ
」「
こ
れ
ま
で

見
た
こ
と
が
な
く
、
不
安

に
感
じ
た
」
な
ど
の
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

共
産
党
は
射
出
に
抗
議

広島県北上空

米軍機、フレア射出

　日本共産党が政府に抗議

た
め
で
す
。
こ
の
上
、
消

費
税
率
を
10
％
に
引
き
上

げ
れ
ば
、
消
費
は
ま
す
ま

す
落
ち
込
み
ま
す
。

消
費
税
増
税
な
ど
が
影
響

日
本
人
の
国
内
旅
行
者
減
少

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
19
日
は
寒
か
っ
た
」

「
都
心
で
は
最
低
気
温
が

９
・
９
度
だ
っ
た
」「
10
度

を
下
回
る
の
は
31
年
ぶ
り

と
の
こ
と
」「
マ
フ
ラ
ー

や
コ
ー
ト
を
着
て
い
る
人

が
目
立
っ
た
」「
掛
け
ぶ

と
ん
を
２
枚
重
ね
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
雨
続
き
で
洗
濯
物
が

　

観
光
庁
の
「
宿
泊
旅

行
統
計
調
査
」
に
よ
る

と
、
２
０
１
６
年
の
日

本
人
国
内
延
べ
宿
泊
者
は

４
億
２
３
１
０
万
人
、
前

し
、
政
府
に
訓
練
の
目
的

や
部
隊
名
、
有
害
物
質
の

有
無
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
、
住
民
へ
の
謝
罪

と
訓
練
中
止
を
求
め
ま
し

た
。

年
比
で
３
・
５
％

減
り
ま
し
た
。
消

費
税
率
が
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ

た
14
年
を
さ
ら
に

下
回
っ
て
い
ま
す

（
図
）。

　

増
税
に
加
え
、

賃
金
の
伸
び
悩
み

や
年
金
削
減
で
庶

民
は
旅
行
や
娯
楽

を
切
り
詰
め
ざ
る

を
え
な
く
な
っ
た


